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「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
火
災
に
注
意
！

　
火
災
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

令和４年度　全国統一防火標語

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日

間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
火
災
に
よ

る
死
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。

山
北
町
で
は
今
年
１
月
か
ら
9
月
ま

で
の
9
か
月
間
に
お
い
て
、
す
で
に
昨

年
の
発
生
件
数
３
件
を
上
回
る
、
建
物

火
災
3
件
、
車
両
火
災
１
件
、
林
野
火

災
１
件
、
そ
の
他
火
災
３
件
、
合
計

8
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
以
上
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切

で
す
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の

発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
皆

さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災

予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

小
田
原
市
消
防
本
部
管
内
で
令
和
３
年
中

に
発
生
し
た
火
災
は
90
件
で
、
月
別
に
見
る

と
、
11
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
件
数
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

発
生
・
拡
大
し
や
す
い
季
節
の
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

も
し
、
火
事
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
。
火
を
見
て
し
ま
う
と
慌
て
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
次
の
よ
う

に
「
お
・
ち
・
つ
・
い
・
て
」
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

・
火
事
が
起
き
て
い
る
場
所
は
ど
こ
か

・
何
が
（
ど
こ
が
）
燃
え
て
い
る
か

・
建
物
に
燃
え
移
り
そ
う
か

・
け
が
人
や
逃
げ
遅
れ
が
い
る
か

　
な
ど
の
状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
の
際
の
お
願
い

通
報
の
際
の
お
願
い

出
典　
令
和
４
年
版
小
田
原
市
消
防
年
報

山北町内においても、今年３月に野焼きの拡大による火災が
複数件発生しています。野焼きは原則禁止ですが、農業などで
やむを得ず実施する際は、特に注意しましょう。

小
田
原
市
消
防
本
部
で

は
、
１
１
９
番
通
報
の
方

法
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
左
の
画

像
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▼
４
つ
の
習
慣

　
①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い

　
②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

　
　
　
　
　
　
　
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

　
③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い

　
④
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

　
　
　
　
　
　
　
使
っ
て
い
な
い
プ
ラ
グ
は
抜
く

▼
6
つ
の
対
策

　
①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の

　
　
　
　
　
　
　
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る

　
②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、

　
　
　
　
　
　
　
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

　
③
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
カ
ー
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

　
④
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

　
　
　
　
　
　
　
使
い
方
を
確
認
し
て
お
く

　
⑤
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

　
　
　
　
　
　
　
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く

　
⑥
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
を
行
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
火
災
を
早

期
に
発
見
し
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
火
災
で
の
死
者
数

が
減
少
す
る
な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
小
田
原
市
消
防
本
部
が
今
年
６
月
に
実
施
し

た
調
査
で
は
、
県
西
地
域
２
市
５
町
で
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
る
住
宅
の
割
合
は
69
・
7
％
で
、
全

国
平
均
の
84
・
0
％
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
設
置
し
て
い

る
ご
家
庭
も
、
定
期
的
な
動
作
確
認
に
よ
り
、
電
池
切
れ

や
動
作
不
良
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
り
早
期
に
発
見
し
た
火
災
を

迅
速
に
消
火
す
る
た
め
、
消
火
器
の
設
置
は
と
て
も
大
切

で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
併
せ
て
、
家
庭
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
置
い
た
ま
ま
に
さ
れ
た
古
い
消
火
器
は
、
容
器

の
腐
食
な
ど
に
よ
り
破
裂
し
、
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
消
火
器
に
記
載
の
使
用
期
限
を
確
認
し
、
古

い
も
の
は
交
換
す
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
消
火
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

《主な活動》
〇火災などの災害現場での活動　〇各種訓練への参加　〇車両や資器材の点検　〇火災予防の広報　など

住
宅
火
災
の
未
然
防
止
、
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

 

の
ポ
イ
ン
ト

10

～あなたの力が必要です～ 
山北町消防団では、団員を募集しています！

消防団員は、普段は別の仕事をしながら、「自分たちの
まちは自分たちで守る」という郷土愛護の精神に基づき、
火災や台風などの災害が発生した際に消防職員と協力して
消防・防災活動を実施します。

消防団員数は全国的に減少しており、山北町でも同様に
団員数の減少が続いています。町内に在住の１８歳以上の
方は、消防団員になることができます。「消防団活動に興
味がある」、「災害時に地域に貢献したい」という方は、山
北町消防団事務局（地域防災課防災安全班　電話：７５－
３６４３）までご連絡ください。 消防出初式での操法演技披露
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～ 住まなくなった家、使っていない空き地、登録しませんか ～

空き家バンク制度のご案内

詳しくは町ホームページ（右の画像からアクセスできます）
をご覧いただくか、定住対策課までお問い合わせください。

会場の様子 山北町ブースでの移住相談

８月２７日、町職員と専門業者である不動産事業者が相談員となり、町内の空き家を所有している方や相続
予定の方、今後自宅が空き家となる可能性のある方たちを対象に、健康福祉センターにて無料相談会を開催し
ました。

当日は相談者３組からの相談をお受けし、町と不動産事業者の双方からアドバイスをすることで、相談者が
抱えている空き家への悩みを解消する機会を提供できました。

相談会以外でも、空き家の活用に関する相談は随時受け付けていますので、お気軽に定住対策課にご連絡く
ださい。

９月２５日に東京国際フォーラムにて開催された「第１８回ふるさと回帰フェア２０２２」に、山北町が参
加しました。ふるさと回帰フェアは、NPO法人ふるさと回帰支援センターが開催する「移住」や「地方暮らし」
を考えている方を対象とした全国最大規模の移住イベントで、今回は全国約３５０の自治体・団体が出展し、
移住相談コーナーを設けていました。

当日は１８, ５７２人の方が来場され、このうち５８人の方と移住についての相談を行い、山北町へ興味を持っ
ていただいた方や、新たな移住希望者の方に情報を提供することができました。

町では、町内に所在する空き家、空き地などの有効活用及び定住促進、地域の活性
化を目的として「空き家バンク」を運用し、登録された物件を町への移住希望者の方
などへ紹介しています。お持ちの空き家、空き地などがありましたら、空き家バンク
への登録をご検討ください。

定住トピックス　　　その53

空き家相談会を開催しました！空き家相談会を開催しました！

ふるさと回帰フェアに参加しました！ふるさと回帰フェアに参加しました！

【問合せ】定住対策課定住対策班（電話）７５－３６５０
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ワクチン接種についてのお知らせ
※本紙に掲載している情報は、10月18日時点の情報です。

新型コロナウイルス関連情報

健康福祉センターでの集団接種スケジュール

個別接種（医療機関）について

オミクロン株対応ワクチン接種について

小児（５歳～１１歳）接種について

案内文書（接種券に同封）に記載の予約の受付開始日時以降に次のいずれかの方法で予約してください。
①「山北町新型コロナワクチン接種予約・相談ダイヤル」に電話で予約
　フリーダイヤル　（電話）０８００－８００－１１３１（平日９時～１７時）
②インターネット（予約受付システム）で予約（右の画像からアクセスできます）    
　※詳しくは、町のホームページ内「新型コロナウイルスワクチン接種について」を
　　ご覧ください。
③健康福祉センターに設置している端末で予約（平日９時～１７時）

接種の予約方法（オミクロン株対応ワクチン集団接種・小児接種共通）

【問合せ】保険健康課健康づくり班（電話）７５－０８２２

接種日

時間３回目接種

１回目接種 ２回目接種

１０月２８日（金）１１月１８日（金） 午後

１１月 １ 日（火）１１月２２日（火） 午後

１１月 ４ 日（金）１１月２５日（金） 午後

１１月 ８ 日（火）１１月２９日（火） 午後

日程①（木曜日）
接種日 使用するワクチン 接種時間

１１月 ３ 日（木・祝） モ デ ル ナ 社 製

9時～ 12時
１１月１０日（木） ファイザー社製

１１月１７日（木） ファイザー社製

１１月２４日（木） ファイザー社製

日程②（土曜日）
接種日 使用するワクチン 接種時間

１１月 ５ 日（土） ファイザー社製 13時30分～
　16時30分
17時30分～
　19時30分１１月１９日（土） モ デ ル ナ 社 製

※集団接種は１２月２２日（木）まで実施予定です。

初回接種（１・２回目接種）を完了した１２歳以上の方を対象に、オミクロン株対応ワクチンの接種を実施
しています。接種は健康福祉センターでの集団接種又は医療機関での個別接種です。接種可能となる方には順
次接種券を送付していますので、詳しくは同封の案内文書をご確認ください。

町内医療機関に直接予約してください。山北町以外でも、足柄上地域１市４町内（南足柄市、中井町、大井町、
松田町、開成町）のワクチン接種を実施している医療機関でも接種を受けることができます。なお、かかりつ
けの医療機関が足柄上地区以外にある方は、その医療機関に直接ご相談ください。　

町内医療機関にて初回（１・２回目）接種及び追加（３回目）
接種を実施しています。対象となる方には接種券を送付してい
ますので、詳しくは同封の案内文書をご確認ください。 

▼１回目接種と２回目接種は同時予約となります（１回目接種から
３週間後の同じ曜日・時間に２回目接種を実施します）。

▼３回目の接種を受ける場合は表内のいずれの日程でも予約可能で
す。

▼接種は町内医療機関での個別接種です。町外の医療機関での接種
を希望される場合は、 その医療機関に直接ご相談ください。

【予約受付システム】
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町職員の給与などに関する概要
ー 人事行政の運営等の状況 ー

町職員の給与・職員数などの状況について、令和４年４月１日現在の概要をお知らせします。

職種や職務に応じた給料
表に定める額を支給

日直手当、管理職員
特別勤務手当など

職員が退職した場合に
支給

民間企業の賞与などに
相当する手当
※年間4.3月分（令和３年度）

地域の民間賃金水準など
を反映させるために支給
※給料・扶養手当・管理職手当の3.5％

正規の勤務時間を超え
て勤務した職員に支給

著しく危険、不快など
の特殊な勤務に従事す
る職員に支給
※動物死体処理手当、感染症等

衛生業務手当など扶養親族のある職員に支給

借家・借間などに居住する
職員に支給

通勤のため、交通機関など
を利用する職員に支給

管理又は監督の地位にある
職員に支給

級 別 職 員 数

一般行政職の初任給

平均給料月額及び平均年齢 特別職の報酬などの状況

一般行政職の経験年数別給料月額

給 与 の 種 類

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級
計標準的な

職務内容 主事補 主事 主任主事 主査 副主幹
副技幹

主幹
技幹 課長 参事

職員数 9人 24人 29人 22人 23人 17人 17人 2人 143人
構成比 6.3% 16.8% 20.2% 15.4% 16.1% 11.9% 11.9% 1.4% 100%

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　分 初任給額
大学卒 183,900円
高校卒 156,300円

区　分 平均給料 平均年齢
一般行政職 298,100円 37歳8か月

区　分 月　額 区　分 期末手当年間

給
料

町　長 769,000円

期
末
手
当

町　長
4.05月副町長 630,000円 副町長

教育長 583,000円 教育長

報
酬

議　長 356,000円 議　長
4.15月副議長 279,000円 副議長

議　員 255,000円 議　員

区　分 経験10年 経験15年 経験20年
大学卒 255,000円 302,400円 353,400円
高校卒 223,200円 261,600円 310,300円

※詳しい情報は、１２月上旬に町ホームページ
に掲載予定の『人事行政の運営等の状況』を
ご覧ください。

毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
も
の

そ
の
他

給　　　料 時間外勤務手当

特殊勤務手当

期末勤勉手当

退 職 手 当

そ　の　他

扶 養 手 当

地 域 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当
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・山北町の下水道事業は、維持管理の時代となっており、
修繕や改修が重要となっている。

・下水道事業整備の財源の大半を借入金で賄ってきたた
め、元金及び利子の返済を継続していかなくてはなら
ない。

・人口減少や企業のコスト削減、各家庭の節水により下
水道使用料が減少となっており、下水道事業の収支は
さらに厳しい状況となるため、将来の下水道事業の基
盤安定化を図るために下水道使用料の見直しが必要と
なる。

・料金改定については、平均改定率１２％以内が妥当で
ある。

湯川町長（左）に答申書を提出する、
清水会長（中央）と山口副会長（右）

貫通部分で手を取り合う、湯川町長（右）と
中日本高速道路株式会社東京支社　伊原秦野工事事務所長（左）

貫通した赤坂トンネル（上り線）

８月２６日、山北町下水道運営審議会の清水正己会長と山口清副会長より、湯川町長へ答申書が提出されま
した。これは、２月４日に町長が山北町下水道運営審議会に「山北町下水道事業の使用料について」を諮問し、
審議会の委員１０名により４回にわたり審議され、答申がまとまったことから提出されたものです。

新東名高速道路「赤坂トンネル（上り線）」が貫通
し、９月２８日に貫通式が行われました。赤坂トン
ネルは共和地区と向原地区を結ぶトンネルで、今回
は上り線（９７０メートル）が貫通しました。残る
下り線トンネルも、貫通に向けて工事が進められて
います。

町では、新東名高速道路の早期開通に向け、引き
続き関係事業者と協力を進めていきます。

町では、節水に努めている使用者や多量排出者などへの過度な負担とならないよう、また、新型コロナウイ
ルス感染症による社会情勢への影響を勘案し、改定率や改定時期などについて、慎重に検討していきます。

山北町下水道運営審議会から答申をいただきました山北町下水道運営審議会から答申をいただきました

新東名高速道路　赤坂トンネル（上り線）が貫通しました新東名高速道路　赤坂トンネル（上り線）が貫通しました

【答申の概要】

【問合せ】上下水道課管理班（電話）７５－３６４５
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●開 催 日　１１月１３日（日）　
●会　　場　丹沢湖畔（メーン会場：鹿島山北高等学校グラウンド）
●競技種目　３km・５km・１０km
●大会日程　開 会 式：８時２０分～８時５０分
　　　　　　スタート：１０km ９時５０分、３km及び５km １０時
　　　　　　閉 会 式： １１時３０分～１２時

※当日は会場周辺の交通規制を実施しますので、ご協力をお願いします。

丸テーブル 折りたたみ椅子 折りたたみ椅子の台車

県PRキャラクター
「かながわキンタロウ」 

 「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、６０歳以上の方々を中心とした健康と
福祉の祭典です。毎年、都道府県持ち回りで開催され、３４回目の開催となる今大会では、１１月１２日から
１５日まで神奈川県内各地で３２種目が開催されます。山北町では、１１月１３日にマラソン大会が開催され、
全国から集まった選手の皆さんが丹沢湖畔を走ります。

 

共和連合自治会では、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入
を財源として実施されている令和４年度一般コミュニティ助成事業（宝くじ助成）
を活用し、丸テーブル、折りたたみ椅子、折りたたみ椅子の台車を購入しました。
今後も、世代を超えた交流の促進と地域コミュニティ活動への参加意欲を高め、地
域の活性化を図ります。 

【問合せ】福祉課福祉推進班（電話）７５－３６４４

ねんりんピックかながわ２０２２山北町マラソン大会

共和連合自治会に宝くじ助成共和連合自治会に宝くじ助成

今回のねんりんピック神奈川県代表選手として、山北町から磯崎冨
喜子さんが藤沢市で開催されるゲートボール大会に出場されます。ぜ
ひ応援しましょう！

山北町から「ねんりんピック」に出場します山北町から「ねんりんピック」に出場します
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フードドライブ事業のお礼川村小学校５年生の
稲刈り体験

磯崎　紗智子さん磯崎　紗智子さん

『私の大切なおばあちゃん』『私の大切なおばあちゃん』
瀬戸　太聖さん瀬戸　太聖さん

『ぼくのおじいちゃん　おばあちゃん』『ぼくのおじいちゃん　おばあちゃん』

（※）フードドライブとは、家庭などで使いきれない食品
を持ち寄り、食べ物を必要としている方に届ける活
動のことです。

川村小学校５年生を対象に「敬老の日」作文コンクールが開催され、最優秀賞に磯崎紗智子さんと瀬戸太聖さん
が選ばれました。

このコンクールは、高齢化社会を迎えたなか、「みんながしあわせに暮らせる社会」を願い、児童がご高齢の
方との交流や、ふれあいの大切さを再認識することを目的に、毎年開催されているものです。

１０月１１日から１４日にかけて、
役場本庁舎にてフードドライブ（※）
を実施したところ、計３１３点の食
品が集まりました。

集まった食品は、町福祉課やＮＰＯ法人報徳食品支
援センターを通じて、支援を必要としている方へ提供
されます。多くの皆さんのご協力、ありがとうござい
ました。

１０月１２日、川村小学校５年生の児童が稲刈りを
体験しました。山北地区地域づくり委員会の皆さんか
ら刈り方を教えていただき、二人一組で稲を刈ってい
きました。最初は慣れない様子の児童たちでしたが、
コツをつかむと笑顔で稲を刈り進んでいました。

今回収穫したのはもち米で、冬には餅つき大会を実
施する予定です。自分たちの手で育てたお米。食べる
のが楽しみですね。

第３９回「敬老の日」作文コンクール第３９回「敬老の日」作文コンクール

【問合せ】企画総務課企画班（電話）７５－３６５１

【 最　優　秀　賞 】 【 最　優　秀　賞 】

集まった食品の一部
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Ｄ
Ｖ
と
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
略り

ゃ
く
ご語

で
、
配
偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
の
親し

ん
み
つ密

な
関
係
に
あ
る
（
あ
っ
た
）
者も

の
か
ら
振ふ

る
わ
れ
る
暴
力
で
す
。

内な
い
か
く
ふ

閣
府
の
調ち

ょ
う
さ査

に
よ
れ
ば
、
女
性
で
約や

く

５
人に

ん

に
１
人り

（
20
代
女
性
で
３
人
に
１

人
）、
男
性
で
約
９
人
に
１
人
が
被ひ

が
い害
を
受う

け
て
い
ま
す
。

夫ふ
う
ふ婦
げ
ん
か
で

双そ
う
ほ
う方

が
手て

を
出だ

し
、

男
性
も
被ひ

が
い
し
ゃ

害
者
と
し

て
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
同ど

う
せ
い性

の

パ
ー
ト
ナ
ー
間か

ん

で
も

対た
い
し
ょ
う

象
と
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
が
、
深し

ん
こ
く刻

な
人

権
侵
害
で
あ
る
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

第122号
令和４年11月１日山北町教育委員会

女じ
ょ
せ
い性

と
人じ

ん
け
ん権

人
権
と
は
、「
私わ

た
した

ち
が
生う

ま
れ
な
が
ら
に
持も

っ
て

い
る
権け

ん
り利

で
、
人に

ん
げ
ん間

が
人
間
ら
し
く
生い

き
て
い
く
た
め

の
、
誰だ

れ
か
ら
も
侵お

か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基き

ほ
ん
て
き

本
的
な
権
利
」

で
す
。
そ
の
中な

か

で
、
男だ

ん
じ
ょ女

平び
ょ
う
ど
う

等
の
理り

ね
ん念

は
「
日に

ほ
ん
こ
く

本
国

憲け
ん
ぽ
う法
」
に
明め

い
き記
さ
れ
て
お
り
、
政せ

い
じ
て
き

治
的
、
経け

い
ざ
い
て
き

済
的
又ま

た

は
社し

ゃ
か
い
て
き

会
的
関か

ん
け
い係

に
お
い
て
性せ

い

差さ
べ
つ別

を
禁き

ん
し止

す
る
と
と
も

に
、
家か

て
い庭

関
係
に
お
け
る
男
女
平
等
の
原げ

ん
そ
く則

が
確か

く
り
つ立

さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現げ

ん
じ
つ実

に
は
今い

ま

な
お
、「
男お

と
こは

仕し
ご
と事

、
女お

ん
なは

家
庭
」
と
い
っ
た
男
女
の
固こ

て
い
て
き

定
的
な
役や

く
わ
り割

分ぶ
ん
た
ん担

意い
し
き識

が

社
会
に
根ね

づ
よ強

く
残の

こ
っ
て
お
り
、
家
庭
や
職し

ょ
く
ば場

に
お
い
て

様さ
ま
ざ
ま々
な
男
女
差
別
を
生
む
原げ

ん
い
ん因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
配は

い
ぐ
う
し
ゃ

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴ぼ

う
り
ょ
く力（

Ｄ
Ｖ
）、
性

犯は
ん
ざ
い罪
・
性
暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
、
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
妊に

ん
し
ん娠
、
出し

ゅ
っ
さ
ん産
な
ど
を
理り

ゆ
う由
と
す
る
不ふ

り
え
き

利
益

な
取と

り
扱あ

つ
かい
に
よ
り
、
男
女
平
等
社
会
の
実じ

つ
げ
ん現
を
妨

さ
ま
た

げ
る
人
権
侵し

ん
が
い害

も
生し

ょ
うじ

て
い
ま
す
。

女
性
と
男だ

ん
せ
い性
が
対た

い
と
う等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
相そ

う
ご互

の
立た

ち
ば場

を
尊そ

ん
ち
ょ
う重し

て
協

き
ょ
う
り
ょ
く

力
し
合あ

え
る
社
会
に
な
る
よ

う
に
、
こ
の
問も

ん
だ
い題
に
つ
い
て
の
関か

ん
し
ん心
と
理り

か
い解
を
深ふ

か

め

て
い
く
こ
と
が
必ひ

つ
よ
う要

で
す
。

今こ
ん
か
い回

は
、
男
女
共き

ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く

同
参
画
を
踏ふ

ま
え
、「
女
性
と
人

権
」
に
つ
い
て
考か

ん
がえ
て
い
こ
う
と
思お

も
い
ま
す
。

「
Ｄ
Ｖ
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？　

広報やまきた　令和4年11月号　No.813 10広報やまきた　令和4年11月号　No.81311



令れ
い
わ和

４
年ね

ん

３
月が

つ

に
出
さ
れ
た
神か

な
が
わ

奈
川
県け

ん

の
男
女
共
同
参

画
年ね

ん
じ次
報ほ

う
こ
く
し
ょ

告
書
に
よ
る
と
、
家
庭
に
お
け
る
「
育い

く
じ児
」
や

「
介か

い
ご護
」
の
役
割
分
担
に
お
い
て
は
、「
育
児
」
の
85
・
6

パ
ー
セ
ン
ト
、「
介
護
」
の
54
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
を
妻つ

ま

が

負ふ
た
ん担

し
て
い
ま
す
。

男
性
の
育
児
休き

ゅ
う
ぎ
ょ
う業

取し
ゅ
と
く
り
つ

得
率
は
年ね

ん
ね
ん々

上じ
ょ
う
し
ょ
う

昇
し
て
い
ま

す
が
、
女
性
の
取
得
率
と
比く

ら

べ
る
と
依い

ぜ
ん然

と
し
て
大お

お

き
な

開ひ
ら

き
が
あ
り
ま
す
。
女
性
が
「
家か

じ事
」
を
は
じ
め
、「
育

児
・
介
護
」
の
多お

お
く
を
担に

な
っ
て
い
る
現げ

ん
じ
ょ
う状の

中な
か

で
、「
仕
事
」

だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
お
け
る
「
育
児
・
介
護
」
で
の
働

は
た
ら

き
過す

ぎ
の
影え

い
き
ょ
う響も

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共と

も

働ば
た
らき

世せ
た
い帯

の
増ぞ

う
か加

な
ど
、
家か

ぞ
く族

の
在あ

り
方か

た

が
変へ

ん
か化

す
る
中

で
、「
育
児
・
介
護
」
に
お
い
て
男
性
が
主し

ゅ
た
い
て
き

体
的
な
役
割

を
果は

た
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
重じ

ゅ
う
よ
う要に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
イ
ク
ボ
ス
」
と
い
う
言こ
と
ば葉

を
聞き

い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

厚こ
う
せ
い生
労ろ

う
ど
う
し
ょ
う

働
省
の
定て

い
ぎ義
は
、「
部ぶ

か下
や
同ど

う
り
ょ
う僚な
ど

の
育
児
や
、
介
護
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
配は

い
り
ょ慮

・
理り

か
い解

の
あ
る
上じ

ょ
う
し司

」
で
す
。
つ
ま
り
、

「
イ
ク
ボ
ス
」
は
私し

せ
い
か
つ

生
活
で
育
児
や
介
護
を
す
る

職し
ょ
く
い
ん

員
を
応お

う
え
ん援

す
る
上
司
の
こ
と
で
、「
イ
ク
（
育

児
）」
と
「
ボ
ス
（
上
司
）」
を
組く

み
合あ

わ
せ
た

造ぞ
う
ご語

で
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
に
男
性
の
育
児
休
業
取

得
を
促そ

く
し
ん進

す
る
た
め
に
育
児
・
介
護
休
業
法ほ

う

が

改か
い
せ
い正

さ
れ
、
山や

ま
き
た
ま
ち

北
町
で
も
段だ

ん
か
い
て
き

階
的
に
実じ

っ
し施

さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
男
性
の
育
児
休
業
制せ

い
ど度
に

焦し
ょ
う
て
ん点
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
10
月
か
ら
は

「
産さ

ん
ご後

パ
パ
育い

く
き
ゅ
う休」

の
取
得
を
促
進
す
る
新し

ん

制
度

や
育
休
の
分ぶ

ん
か
つ割
取
得
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

上
司
が
「
イ
ク
ボ
ス
宣せ

ん
げ
ん言
」
し
、
職
員
や
社し

ゃ
い
ん員

が
育
児
・
介
護
の
た
め
に
時じ

か
ん間
を
使つ

か

う
と
い
う

こ
と
が
自し

ぜ
ん然
な
か
た
ち
で
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大た

い
せ
つ切

で
す
。
忙い

そ
がし

い
と
き
は
周し

ゅ
う
い囲

が
し
っ

か
り
と
カ
バ
ー
し
て
い
く
と
い
う
雰ふ

ん
い
き

囲
気
づ
く

り
、
意
識
改か

い
か
く革
が
一い

ち
ば
ん番
大だ

い
じ事
で
す
。

毎ま
い
と
し年

11
月
12
日
か
ら
25
日
（
女
性
に
対た

い

す
る
暴
力
撤て

っ
ぱ
い廃

の
国こ

く
さ
い際

日び

）

ま
で
の
2
週し
ゅ
う
か
ん
間
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
」
は
、
１
９
９
４
年
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州し
ゅ
うで

、
子こ

ど
も
や
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
被
害
者
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
草く
さ
の
根ね

運
動
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
下も
と

に
身み

を
置お

い
て
い
る
人ひ

と
び
と々

に
勇ゆ

う
き気

を
与あ

た
え

よ
う
と
の
願ね
が

い
か
ら
、「
パ
ー
プ
ル
（
紫

む
ら
さ
き）」

を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
し

て
、
現げ
ん
ざ
い在

で
は
多
く
の
国く

に
に
広ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

【出典・参考文献】　
・内閣府男女共同参画局「男女間における暴力に関する調査」（平成29年度）
・厚生労働省「イクメンプロジェクト」

山
北
町
人
権
講こ

う

え

ん

か

い

演
会

　一　
期き

じ
つ日　

令
和
４
年
12
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
13
時じ

30
分ふ

ん
～
15
時
30
分

二　
会か

い
じ
ょ
う場　

山
北
町ち

ょ
う
り
つ立

生し
ょ
う
が
い涯

学が
く
し
ゅ
う

習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
多た

も
く
て
き

目
的
ホ
ー
ル
及お

よ
び
視し

ち
ょ
う
か
く

聴
覚
ホ
ー
ル

三　
演え

ん
だ
い題　

「
一い

っ
し
ょ緒

に
生
き
て
行い

こ
う

　
　
　
　
　
　
～
あ
な
た
の
愛あ

い
を
求も

と
め
て
い
ま
す
～
」

四　
講こ

う
し師　

家い
え
だ田　

荘し
ょ
う
こ子　

氏し

今こ
と
し年
の
人
権
講
演
会
は
家
田
荘
子
さ
ん
を
講
師
に
迎む

か

え
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
の
視し

て
ん点
か
ら
、「
一
緒
に

生
き
て
行
こ
う
～
あ
な
た
の
愛
を
求
め
て
い
ま
す
～
」

と
題だ

い

し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
皆み

な

さ
ん
の
参さ

ん
か加
を
お
待ま

ち
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運う

ん
ど
う動

家
庭
に
お
け
る
役
割
分
担

「
イ
ク
ボ
ス
」
っ
て
？
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神奈川県立
山北高等学校★取り組み紹介

１年　フィールドワーク：９月30日（金）

２年　地域防災講演会：10月7日（金）

　山北町を「知る」ためにフィールドワーク（校外学
習）を実施し、林業・農業体験、特産品、歴史探訪な
ど、多くの発見がありました。

　山北町役場地域防災課の川上健二防災官に防
災についての講演をしていただき、学校周辺の危険
な場所や災害時の対応について学習しました。

安全に避難する
ためには、情報収
集 が 大 切 だと
思った。

災害が起きたら
慌てずに落ち着
いて行動したい。

　弓道部１年の中井祐希さ
んが県大会６位に入賞し、
９月３日（土）に明治神宮
で行われた関東大会に出場
しました。応援ありがとう
ございました。

　神奈川県教育委員会ホームページ『がっこう最前
線』に山北高校の取り組みが掲載されました。本校の
伝統である「スポーツ」に加え「探究」にも力を入れ、
地域の方々にご協力頂きながら、これからも教育活動
を行っていきます。次の画像又はURLからアクセスで
きますので、ぜひご覧ください。

※詳しい活動内容は、神奈川県立山北高校ホームページをご覧ください。
　【問合せ】神奈川県立山北高等学校（電話）75ー0828（代表番号）

森林整備

～ 生徒の声 ～

丹沢湖の散策 川西屋酒造の酒蔵見学

足柄茶の試飲 丹沢湖ロッヂでのバーベキュー 鉄道レガシー

URL：https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u5t/
　　　cnt/f6558/2022/20220825yamakita.html中井　 祐希さん

なかい　　　　ゆき

祝　関東大会に出場しました！ 県教育委員会ホームページに掲載されました！
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はがき又は町ホームページの応募フォームよりご応募ください。
●はがきの場合（次の内容を記入）
　クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号
●応募フォームの場合
　町ホームページの「なぞ解きぃ !でごにぃ !!」
　の応募フォームより必要事項を入力

毎月「でごにぃ」から出題されるクイズに
答えて素敵な賞品をゲットしよう!!

クイズの答えは広報やまきたのどこか
のページに隠されています。広報を読ん
で答えを見つけてみてくださいね。皆さん
からのご応募お待ちしております!!

QQQQクイズ『なぞ解きぃ !でごにぃ !!』大好評！！

空気が乾燥する季節。
火の用心！
今月号も、たくさん応
募してね！

当 選 者 の 発 表 は 賞 品 の 発 送 を
もってかえさせていただきます。

応募締切りは
11月２５日（金）消印有効

【問合せ】地域防災課地域協働班　（電話）７５－３６４３

11月号クイズ!!

←
こちらからも
応募できます。

応
募
方
法

はがき郵送先
〒258-0195
山北町山北1301-4
山北町役場地域防災課
広報やまきた担当

Q.山北町消防団では、団員を募集
しているね。消防団員になるこ
とができるのは、町内在住で、
何歳以上の人だったかな？

○○歳
○○に入る数字を答えてね！！

　（消防団員の皆さん、いつもありがとう！）

１０月号の答え

２５

トンボ
み～つけた！！

ソーラン山北

「やー！！」

町内の保育園・こども園・幼稚園の園児の様子を紹介していきます。町内の保育園・こども園・幼稚園の園児の様子を紹介していきます。

原 保 育 園向

築山
登頂記念！

お兄さん・お姉さんたち
かっこいいなぁ！
～運動会の練習を見て～

走るの大好き
！

可愛いダンス
♪
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第55号心の豊かさは学びから

あなたも生涯学習活動に参加してみませんか

足柄上郡山北町山北

生涯学習センター通信 №104生涯学習センター通信 №104

最新の
開館情報は
コチラ

生涯学習センターは、新型コロナウイルス感染症対策を講じて開館しています。
ご来館の際は、感染症対策を遵守していただき、感染予防にご協力をお願いします。
また、生涯学習センター事業は状況に応じ内容が変更になる場合があります。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
11
月
号

開催日時  １２月１８日（日） １５：００～１７：００
を開催します♪

毎年大人気！サンタさんのマジックショーも開催！

初めての方も大歓迎!!

みんなで楽しく
歌いましょう♪

※申込み・練習などの問合せは生涯学習センター事務室℡（７５）３１３１までご連絡ください。

出 演 者 募 集 中 ！
申込みをお待ちしております

　生涯学習センターにて「クリスマス もみの木コンサート」を開催します。
　また、当日一緒に歌ってくださる出演者を現在募集しています。

 場　　所　多目的ホール（練習は、３階視聴覚ホールで行います。）

 内　　容　コーラスやミュージックベルの演奏など

 曲　　目　もみの木・諸人こぞりて・聖夜・ハレルヤ　など

 練習日時　ミュージックベル（幼児から小学生対象）
　　　　　９：００～１０：３０
　　　　　・１１月２６日（土）・１２月１０日（土）、１２月１７日（土）
　　　　　コーラス（大人対象）
　　　　　１８：００～２０：００
　　　　　・１１月２６日（土）・１２月３日（土）、１２月１１日（日）

サンタさんからのプレゼントもあるよ！

サンタさんからのプレゼントもあるよ！

　食料の備蓄は、新型コロナウイルスに感染した時はもちろん、いつ起こるかわからない災害時
にも必ず役に立ちます。この機会に食料備蓄を見直してみましょう！

今が食料備蓄の見直しどき！今が食料備蓄の見直しどき！

☆食品は主食・主菜・副菜を組み合わせましょう☆☆食品は主食・主菜・副菜を組み合わせましょう☆

月 人　数
令和２年１月～令和４年７月 １, ０２６, ３２３名

令和４年 ８月 ３３１, ８１７名
令和４年 ９月 １２９，１２４名
令和４年１０月 ２９，１２０名

合計 １，５１６，３８４名

月 人　数
令和２年１月～令和４年７月 ２５, ９５５名

令和４年 ８月 １２，１２５名
令和４年 ９月 ４，６７０名
令和４年１０月 ８３７名

合計 ４３, ５８７名

【問合せ】　保険健康課健康づくり班（電話）７５－０８２２

神奈川県内感染者数 小田原保健福祉事務所管内

※小田原保健福祉事務所管内・・・小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町の２市８町

新型コロナウイルス感染者数（県内在住者）……１０月１５日現在

　新型コロナウイルス感染症による自宅療養や災害への備えとして、食料備蓄が注目されています。“もしも”の
時に買い物に行くことができずに困らないよう、食料を備蓄しておくと安心です。すでに食料を備蓄していると
いう方は、食料の内容や消費期限を確認しましょう。

　ローリングストックとは、食料を多めに備蓄しておき、食べた分を買い足
すという考え方です。「食料備蓄＝いざというときのために特別に備えてお
くもの」と思いがちですが、この方法であれば、普段から食べ慣れている
ものを食べることができ、消費期限切れの心配も少なくなります。

　・日持ちするもの（レトルト食品、缶詰など）
　・食べ慣れていて好きなもの
　・具合が悪くても口にできるもの（ゼリー飲料、イオン飲料、おかゆなど）　

□ 米類
□ 乾麺
□ インスタント麺

□ 肉・魚・豆の缶詰
□ レトルト食品
　 （牛丼、カレーなど）

□ 野菜の缶詰
□ 野菜ジュース
□ 乾物
　  （わかめ、切干大根など）

何を備蓄する・・・？

備蓄に適した食品の例

備蓄はローリングストックがおすすめです

主　食 主　菜 副　菜

ローリング
ストック

食料を
多めに備蓄

日常で古い
ものから使用

食べた分
買い足す

※全国一律で感染者の全数届出の見直
しが行われたことを受け、市町村ご
との感染者数は公表されなくなりま
した。そのため、今後は神奈川県発
表資料により県内及び小田原保健福
祉事務所管内の感染者情報のみを掲
載します。
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心の豊かさは学びから

あなたも生涯学習活動に参加してみませんか

足柄上郡山北町山北

生涯学習センター通信 №104生涯学習センター通信 №104

最新の
開館情報は
コチラ

生涯学習センターは、新型コロナウイルス感染症対策を講じて開館しています。
ご来館の際は、感染症対策を遵守していただき、感染予防にご協力をお願いします。
また、生涯学習センター事業は状況に応じ内容が変更になる場合があります。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
11
月
号

開催日時  １２月１８日（日） １５：００～１７：００
を開催します♪

毎年大人気！サンタさんのマジックショーも開催！

初めての方も大歓迎!!

みんなで楽しく
歌いましょう♪

※申込み・練習などの問合せは生涯学習センター事務室℡（７５）３１３１までご連絡ください。

出 演 者 募 集 中 ！
申込みをお待ちしております

　生涯学習センターにて「クリスマス もみの木コンサート」を開催します。
　また、当日一緒に歌ってくださる出演者を現在募集しています。

 場　　所　多目的ホール（練習は、３階視聴覚ホールで行います。）

 内　　容　コーラスやミュージックベルの演奏など

 曲　　目　もみの木・諸人こぞりて・聖夜・ハレルヤ　など

 練習日時　ミュージックベル（幼児から小学生対象）
　　　　　９：００～１０：３０
　　　　　・１１月２６日（土）・１２月１０日（土）、１２月１７日（土）
　　　　　コーラス（大人対象）
　　　　　１８：００～２０：００
　　　　　・１１月２６日（土）・１２月３日（土）、１２月１１日（日）

サンタさんからのプレゼントもあるよ！

サンタさんからのプレゼントもあるよ！
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タ
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11
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木の実のリース作り教室 【申込み期限は、１１月２０日（日）まで】
　シダ―ローズ、ドイツトウヒ等を使った木の実のリースを作ります。
日　時　１１月２９日（火）１０：００～１２：００
場　所　美術工芸室
対　象　一般（先着１２名）　　
講　師　福住　亜哉　さん
参加費　１,０００円
持ち物　剪定はさみ、汚れても良い服装でお越しください

手作りこんにゃく教室 【申込み期限は、１１月２０日（日）まで】
　こんにゃく芋から、こんにゃくを作ります。
日　時　１１月３０日（水）９：３０～１２：００
場　所　調理実習室
対　象　一般（先着２０名）
講　師　滝本　保江 さん
参加費  ３００円
持ち物  エプロン、三角巾、筆記用具、持ち帰り用入れ物

体験教室・教室についての申し込み、問合せは生涯学習センター事務室 ℡（７５）３１３１までどうぞ！
また、申込みは町ホームページの申込みフォームからもできます。

※11月５日（土）９：００から申込みの受付をします。定員になりしだい締め切りとなります。
▼  町民文化祭を開催します！

お誘いあわせのうえ是非ご来館ください！

申込みフォームは
コチラから

申込みフォームは
コチラから

展示発表会
日　　時　１１月２日（水）～４日（金）　９：００～１７：００（４日は１５：００まで）
展示内容　書道、華道、茶道、盆栽、写真、俳句、ちぎり絵、絵画、園児・小中学生作品など

芸能発表会
日　　時　１１月１３日（日）１３：３０～１６：００（開場１３：００）
発表内容　クラシック音楽、吹奏楽、フラダンス、コーラス、オカリナなど

主催：山北町文化団体連絡協議会
後援：山北町・山北町教育委員会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
11
月
号

図図 室室書
から

☆ 新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
地図帳の深読み　鉄道編 今尾　恵介

アップサイクル・ノート　命ある布を大切に使いまわす グラフィック社

どうすれば日本の賃金は上がるのか 野口　悠紀雄

私の中の日本軍　上・下 山本　七平

麻阿と豪 諸田　玲子

◆ 一 般 書

ほか

書　　　名   著  者  名  等
だいどころのたね ひさかたチャイルド

なにになれちゃう？ チョーヒカル

星ぼしでめぐるギリシア神話 百々　佑利子

ひかるめのなぞ ささき ふみひこ

ヨルとよる よしむら めぐ

かぼちゃ りんご 豆 ごま.・・・食べる種や食べ物の中に入っている種を紹介

手と手を合わせるとチョになった？子どもの想像力を育むボディペイント絵本

何千年もの時を越え語り継がれてきたギリシア神話を夜空から広がる星ぼしから物語る

暗い夜に光っているのは猫などの哺乳類の目 どうして光る目になったのかな？

外に出たことのない黒猫の男の子 ある日 家で暮らしたことのない町のネズミに出会った・・・・

◆ 児 童 書

ほか

地形に従い地形を制す「鉄道」から見えてくる栄枯盛衰や外国の姿などを収録 

使わなくなった布や捨てる洋服をよりすてきなものに生まれ変わらせる方法を提案

日本経済の再活性化のために必要な施策とは何かを考える

戦後日本が抱える病弊を浮き彫りにしたノンフィクション

前田利家の２人の娘は時に対立しながらも助け合い関ヶ原の戦いを乗り越えていく・・・ 　心地よい秋の夜長は、普段読めない名作
や読み応えのある作品を読むチャンスです。
今回は、食欲の秋にちなんで「おいしい話」
をテーマにいろいろのジャンルの作品を約
１６０冊選びました。秋の夜長にじっくり
面白い本を読んではいかがでしょうか。　

　小学校中退ながらも独学で植物研究に没
頭した牧野富太郎。東京大学理学部植物学
教室への出入りを許さ
れ、新種の発見など目
覚ましい成果を上げる
が・・・。
来春の朝ドラ「らんま
る」は牧野富太郎がモ
デルです。

　図書室では、読書週間をはさんだ 10/22～
11/20に本を借りると『読書スタンプ』を発行し、
スタンプがたまるごとに、すてきなプレゼント
がもらえる「読書スタンプを集めよう！」をお
こなっています。詳しくはカウンターまで。

「おいしい話を
　　　召しあがれ」

読書スタンプを
集めよう !

●日　程・内　容　
　１１月１９日（土）　担当：ツバメ号
　パネルシアター『ながいしっぽ』ほか
●時　間　１０：３０～１１：００
●場　所　児童コーナー（図書室内）
※申込みの必要はありません。
　時間までにお越しください。
※毎月第 3 土曜日に開催します。

おはなし会おはなし会おはなしボランティア「ポケット」による

『　ボタニカ　』
朝井まかて：文 （祥伝社）
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木の実のリース作り教室 【申込み期限は、１１月２０日（日）まで】
　シダ―ローズ、ドイツトウヒ等を使った木の実のリースを作ります。
日　時　１１月２９日（火）１０：００～１２：００
場　所　美術工芸室
対　象　一般（先着１２名）　　
講　師　福住　亜哉　さん
参加費　１,０００円
持ち物　剪定はさみ、汚れても良い服装でお越しください

手作りこんにゃく教室 【申込み期限は、１１月２０日（日）まで】
　こんにゃく芋から、こんにゃくを作ります。
日　時　１１月３０日（水）９：３０～１２：００
場　所　調理実習室
対　象　一般（先着２０名）
講　師　滝本　保江 さん
参加費  ３００円
持ち物  エプロン、三角巾、筆記用具、持ち帰り用入れ物

体験教室・教室についての申し込み、問合せは生涯学習センター事務室 ℡（７５）３１３１までどうぞ！
また、申込みは町ホームページの申込みフォームからもできます。

※11月５日（土）９：００から申込みの受付をします。定員になりしだい締め切りとなります。

▼  町民文化祭を開催します！

お誘いあわせのうえ是非ご来館ください！

申込みフォームは
コチラから

申込みフォームは
コチラから

展示発表会
日　　時　１１月２日（水）～４日（金）　９：００～１７：００（４日は１５：００まで）
展示内容　書道、華道、茶道、盆栽、写真、俳句、ちぎり絵、絵画、園児・小中学生作品など

芸能発表会
日　　時　１１月１３日（日）１３：３０～１６：００（開場１３：００）
発表内容　クラシック音楽、吹奏楽、フラダンス、コーラス、オカリナなど

主催：山北町文化団体連絡協議会
後援：山北町・山北町教育委員会
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図図 室室書
から

☆ 新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
地図帳の深読み　鉄道編 今尾　恵介

アップサイクル・ノート　命ある布を大切に使いまわす グラフィック社

どうすれば日本の賃金は上がるのか 野口　悠紀雄

私の中の日本軍　上・下 山本　七平

麻阿と豪 諸田　玲子

◆ 一 般 書

ほか

書　　　名   著  者  名  等
だいどころのたね ひさかたチャイルド

なにになれちゃう？ チョーヒカル

星ぼしでめぐるギリシア神話 百々　佑利子

ひかるめのなぞ ささき ふみひこ

ヨルとよる よしむら めぐ

かぼちゃ りんご 豆 ごま.・・・食べる種や食べ物の中に入っている種を紹介

手と手を合わせるとチョになった？子どもの想像力を育むボディペイント絵本

何千年もの時を越え語り継がれてきたギリシア神話を夜空から広がる星ぼしから物語る

暗い夜に光っているのは猫などの哺乳類の目 どうして光る目になったのかな？

外に出たことのない黒猫の男の子 ある日 家で暮らしたことのない町のネズミに出会った・・・・

◆ 児 童 書

ほか

地形に従い地形を制す「鉄道」から見えてくる栄枯盛衰や外国の姿などを収録 

使わなくなった布や捨てる洋服をよりすてきなものに生まれ変わらせる方法を提案

日本経済の再活性化のために必要な施策とは何かを考える

戦後日本が抱える病弊を浮き彫りにしたノンフィクション

前田利家の２人の娘は時に対立しながらも助け合い関ヶ原の戦いを乗り越えていく・・・ 　心地よい秋の夜長は、普段読めない名作
や読み応えのある作品を読むチャンスです。
今回は、食欲の秋にちなんで「おいしい話」
をテーマにいろいろのジャンルの作品を約
１６０冊選びました。秋の夜長にじっくり
面白い本を読んではいかがでしょうか。　

　小学校中退ながらも独学で植物研究に没
頭した牧野富太郎。東京大学理学部植物学
教室への出入りを許さ
れ、新種の発見など目
覚ましい成果を上げる
が・・・。
来春の朝ドラ「らんま
る」は牧野富太郎がモ
デルです。

　図書室では、読書週間をはさんだ 10/22～
11/20に本を借りると『読書スタンプ』を発行し、
スタンプがたまるごとに、すてきなプレゼント
がもらえる「読書スタンプを集めよう！」をお
こなっています。詳しくはカウンターまで。

「おいしい話を
　　　召しあがれ」

読書スタンプを
集めよう !

●日　程・内　容　
　１１月１９日（土）　担当：ツバメ号
　パネルシアター『ながいしっぽ』ほか
●時　間　１０：３０～１１：００
●場　所　児童コーナー（図書室内）
※申込みの必要はありません。
　時間までにお越しください。
※毎月第 3 土曜日に開催します。

おはなし会おはなし会おはなしボランティア「ポケット」による

『　ボタニカ　』
朝井まかて：文 （祥伝社）
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２
０
２
２
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
が
神
奈

川
県
鎌
倉
市
周
辺
を
主
な
舞
台
と
し
て
現
在
放
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
大
河
ド
ラ
マ
に
関
連
す
る
山
北
町
の
ゆ
か
り
の
地

な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
４
回
目
は
、「
室
生
神
社
の
流
鏑
馬
」
に
ま
つ
わ
る
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　

河
村
氏
と
流
鏑
馬　
　

治
承
４
年
（
１
１
８
０
年
）
５
月
に
源
平
内
乱
が
起
こ
り
、
当

時
伊
豆
に
い
た
源
頼
朝
は
、
同
年
８
月
に
挙
兵
し
ま
し
た
。

こ
の
時
起
こ
っ
た
石
橋
山
の
戦
い
で
当
時
の
山
北
町
域
（
河
村

郷
）
の
領
主
だ
っ
た
河
村
義
秀
は
、
平
家
側
に
味
方
し
た
た
め
、

頼
朝
に
領
地
を
と
り
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

領
地
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
義
秀
は
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
で
行

わ
れ
た
流
鏑
馬
で
の
妙
技
に
よ
り
、
頼
朝
に
許
さ
れ
、
領
地
を
回

復
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
義
秀
は
頼
朝
が
京
都
に
行
っ
た
際
に
随
行
す
る
な
ど

頻
繁
に
幕
府
に
仕
え
た
と
さ
れ
て
お
り
、
河
村
一
族
は
、
14
世
紀

中
頃
ま
で
山
北
町
の
領
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

室
生
神
社
の
流
鏑
馬
の
歴
史　
　

鎌
倉
で
義
秀
が
流
鏑
馬
の
妙
技
を
披
露
し
た
の
が
建
久
元
年
（
１

１
９
０
年
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
義
秀
が
領
地
を
回
復
し
た
翌
年

か
ら「
室
生
神
社
の
流
鏑
馬
」が
始
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、現
在
ま
で
、

８
０
０
年
余
り
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
去
に
は
、
農

家
の
人
々
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
か
つ
て
は

当
た
り
矢
に
よ
っ
て
翌
年
の
稲
作
を
占
う
神
事
と
し
て
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
毎
年
11
月

３
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

「
参
考
文
献
」
山
北
町
史　

通
史
編　

平
成
18
年

最終回

第
４
回　

大
河
ド
ラ
マ
と
山
北
町

む
ろ
う

や
ぶ
さ
め

よ
し
ひ
で

今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 49件 救助 1件

９月1日から9月30日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

に か

越　地　　山　口　新　華（女）友　之・美　穂

※今回の掲載分は、令和４年９月１６日から令和４年１０月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

平　山　　高　瀨　孝　夫（男）９２歳　本　人
万　随　　山　口　憲　吾（男）８６歳　　〃
宮　地　　瀧　澤　由　一（男）９０歳　　〃
仁　道　　大　野　良　久（男）９４歳　　〃
　宿　　　府　川　匡　宏（男）８８歳　　〃
原耕地　　根之木　康　利（男）５３歳　　〃
尺里中　　瀬　戸　昭　和（男）８４歳　　〃
尺里東　　　　山　美代子（女）９５歳　　〃
　畑　　　髙　橋　眞　平（男）１００歳　　〃
馬　場　　髙　橋　喜美代（女）７０歳　正　治
宮　地　　関　　　康　男（男）８８歳　もと江
湯本平　　加　藤　照　子（女）１０２歳　英　司
峰　下　　池　田　キクヨ（女）９５歳　隆　之
玄　倉　　山　口　チエ子（女）８８歳　　啓

  明治安田生命保険相互会社 様
402,5００円

町民の健康増進のため

山北 598mm（146mm）
三保 526mm（201mm）

山北 24.5℃（22.5℃）
三保 23.0℃（20.9℃）

※（　）内は令和３年の数値

（ ）内は前月比
男
女
計

４，７15人
４，889人
９，604人

（－ 9人）
（－ 6人）
（－15人）

世帯数 ４，２12世帯 （＋7世帯）
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＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

１２月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。

休 館 日

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

１１月

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
　①照明は使用時以外こまめに切る。
　②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

～環境にやさしいまちづくりを目指して～

11 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 水 山北ギャラリー熊坂 family 展
（～１５日１２時） １ 階 ホ ワ イ エ ９：００ 自　由 鹿島山北高等学校

2
3
4

水
木
金

町民文化祭展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 町民文化祭実行委員会

5 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

11 金
Leaf wreath relax
～木の実リース展示～(～２３日)

１ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 福住　亜哉

13 日 町民文化祭芸能発表会 多目的ホール １３：３０ 自　由 町民文化祭実行委員会

16 水 手芸教室（第２回） 美 術 工 芸 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

19 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

22 火 座談会「町長と語ろうまちづくり」
（山北地区） 多目的ホール １９：００ 自　由 地域防災課

26 土

ジュニアコーラス（もみの木コン
サート練習） 視聴覚ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

もみの木コンサート練習（大人） 視聴覚ホール １８：００ 申込者 生涯学習センター

29 火 木の実のリース作り教室 美 術 工 芸 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

30 水 手作りこんにゃく教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター
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で
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る

町
の
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き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 49件 救助 1件

９月1日から9月30日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

に か

越　地　　山　口　新　華（女）友　之・美　穂

※今回の掲載分は、令和４年９月１６日から令和４年１０月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

平　山　　高　瀨　孝　夫（男）９２歳　本　人
万　随　　山　口　憲　吾（男）８６歳　　〃
宮　地　　瀧　澤　由　一（男）９０歳　　〃
仁　道　　大　野　良　久（男）９４歳　　〃
　宿　　　府　川　匡　宏（男）８８歳　　〃
原耕地　　根之木　康　利（男）５３歳　　〃
尺里中　　瀬　戸　昭　和（男）８４歳　　〃
尺里東　　　　山　美代子（女）９５歳　　〃
　畑　　　髙　橋　眞　平（男）１００歳　　〃
馬　場　　髙　橋　喜美代（女）７０歳　正　治
宮　地　　関　　　康　男（男）８８歳　もと江
湯本平　　加　藤　照　子（女）１０２歳　英　司
峰　下　　池　田　キクヨ（女）９５歳　隆　之
玄　倉　　山　口　チエ子（女）８８歳　　啓

  明治安田生命保険相互会社 様
402,5００円

町民の健康増進のため

山北 598mm（146mm）
三保 526mm（201mm）

山北 24.5℃（22.5℃）
三保 23.0℃（20.9℃）

※（　）内は令和３年の数値

（ ）内は前月比
男
女
計

４，７15人
４，889人
９，604人

（－ 9人）
（－ 6人）
（－15人）

世帯数 ４，２12世帯 （＋7世帯）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
11
月
号

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定
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１２月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。

休 館 日

日
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水
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金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

１１月

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
　①照明は使用時以外こまめに切る。
　②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

～環境にやさしいまちづくりを目指して～

広報やまきた　令和4年11月号　No.81319
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１０月２日、第１回やまきたスポーツの秋祭りが開催されまし
た。今年度より、従来実施していた「やまきた健康スポーツ大会」
の内容を一新し、「参加・体験・交流を育むスポーツ環境づくり」
をめざし、町内各所において、カヌー・SUP（スタンドアップ・
パドルボード）の体験教室や森林セラピー、山北高校生によるス
ポーツ教室など様々なスポーツイベントを開催しました。

当日は晴天に恵まれ、参加された方々は自分たちのペースでス
ポーツを楽しんでいました。

９月２７日、第７回山北町長杯パークゴルフ大会が開催されました。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感
染症対策のため規模を縮小しての開催となりましたが、県内在住の７０名の方にご参加いただきました。参加者の
皆さんは２ゲーム３６ホールでスコアを競い合い、男女上位３位までの方々には、盾、賞状、賞品が授与されました。
今大会の成績上位者は次のとおりです（敬称略）。

優　勝

準優勝

３　位

富田　敏治 

渡辺　徳美 

平　信良

優　勝

準優勝

３　位

小瀨　弘子

東海　芳恵

渡辺　芳子

≪男性の部≫≪男性の部≫ ≪女性の部≫≪女性の部≫

第７回山北町長杯パークゴルフ大会結果

第１回やまきたスポーツの秋祭り！

今月の 表 紙 「実りの秋を収穫！」

　今月号のSweet Smileは紙面の都合により
お休みです。
　引き続き小学校入学前までのお子さんの
お写真を募集しております！
詳しくは広報９月号の裏表紙をご覧ください。
応募先：smile@town.yamakita.kanagawa.jp

【問合せ】地域防災課地域協働班（電話）７５－３６４３

今月号の表紙は、川村小学校５
年生の稲刈り体験の様子です。二
人一組になって稲を刈る児童た
ち。収穫時期を迎えた黄金色の稲
を背に、一生懸命に稲を刈っていく
姿が印象的でした。


